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発刊にあたって

プロジェクト顧問 木立英行(大阪教育大学理事)

教員は、教育の専門家として教科の指導方法に自信を持たなければなりませんが、

そのためには長い実践経験と深い考察との両方が必要です。ことに、実技を伴う教科

の指導力を養うには実践の場に身を置く必要がありますが、その場合は指導者に恵ま

れる必要があります。研修機会は様々に提供されてはいますが、忙しい教職にある身

では、自分にあった指導者に出会うことすら容易ではありません。

大阪教育大学は、インターネットやDVD等の新しい媒体を活用して教科の指導方法や

教材を作成し、学外の方々の利用に供することを始めました。まず、音楽教育講座から、『合

唱指導法』を提供させていただきま七

この教材は、公開講座での実地指導、文章による理論的な説明と一体となって、本

学の音楽教育講座寺尾正教授の合唱の指導法を表すものです。

是非とも、本編を現職の先生や関心のある方々に役立てていただくことをお願いす

るとともに、皆様のご批判や改善への提案、ご要望をいただき、今後予定している続

編や本編の改訂に活かすとともに、実践現場にある方々のお考えを踏まえた、より良

い教科教育の教育と研究に役立てさせていただきたいと考えております。

教材をデジタル化する意味

プロジェクトスーパーパイザー 田中龍三(大阪教育大学教授)

とのデジタJレ教材は、本学の「次世代を育てる全領域デジタJレ教材の展開Jプロジェ

クトの一環として作成された教材です。教材をデジタル化する目的はいろいろありま

すが、この教材では、音楽活動の基礎的な能力となる知覚・感受の活動がよりよく行

えるように、音楽の作られ方と音楽の感じゃ雰囲気の関係を分かりやく示すことや、

実際に行われる音楽授業の場面を想定し、子どもの授業への集中が保てるよう、学習

のねらいに適した箇所が瞬時に提示されることなどをデジタル化の目的としていま

す。

つまり、この教材を用いるととで、コーラスでカノンの課題に取り組む際、メロ

ディーの重ね方や歌い方の変化に伴って、音楽の感じゃ雰囲気が変わっていくことに

気づき、自分の気分や気持の変化、または高まりを楽しみながら、さまざまなカノン

が歌える技能を身に付けるととをめざしているのです。

本学音楽教育講座では、今後も地域の先生方正連携をしながら、音楽科授業の改善

をめざした、さまざまなデジタル教材の開発を進めていきたいと考えています。今後、

新たに開発するデジタル教材が学校現場のニーズに応えられるものとなるためにも、

このデジタノレ教材を実際に授業で使っていただき、忌憎のないご意見をお寄せいただ

きたいと存じます。

4 音楽科授業改善のためのデジタルコンテンツ I誰にもできるステップアップ教材1
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「音楽の授業をうけもつことになったけれど、何をしていいのかわからない・・ oJ

I教科書に載っている合唱曲をやってみたけど、うまくいかない・・・ J

I子どもたちが、楽し〈、さらに上手に歌うためにはどんな練習をしたらいいの・・・ ?J

この音楽科授業改善のためのデジタルコンテンツ[誰にもできるステップアップ教材Iは、そ

のような療にぶつかったときに、ひとつのアドヴアイスになることを目的とした教材です。音楽

の専門教育を受けていなくても、ピアノが上手でなくても、子どもの歌唱の基礎力を高めるこk
ができます。さらに、子どもに身近なわらべうたを中心に据えるこkによって、それに伴った動

きや手遊びなどをとおして、聴〈耳を育て、歌いあう喜びを育む助けとなります。この教材を子

どもと共に使う前にぜひ、先生方が実際に歌い、手遊びを体験してみて〈ださい。

-わらべうた 小島律子(大阪教育大学教授)

わらべうたは日本語から生まれたものであり、日本の音楽の源です。しかも、わらべ

うたでは、音楽がしゃべり言葉と生活でのからだの動きと一体となって存在しています。

日本語を母語とする私たちの身体に染み付いた音楽性をもったものといえます。だから、

だれでもわらべうたは苦もなく欧えます。実は、わらべうたで子どもたちが遊びに興じ

て無意識にやっていることを取り出して、音楽の世界へ連れて行〈ことができるのです。

たとえばちょっとずらして歌い始めればカノンになります。そこに、はやしことばを繰

り返せば、ふしに伴奏がつくように音楽に厚みがでてきます。わらべうたはシンプルな

素材だけに、いろいろな料理法が使えます。そんなことをして楽しんでいると、音程も

しっかりし、 Hズムもめりはりをもって、声も出てきます。音楽的な能力が育っていく

のです。

ただ忘れてはならないのは、わらべうたは遊びだということです。わらべうたでうん

と遊んだことがなければ、単なるうたになってしまいます。わらべうたで遊ぶことでひ

とのかかわりを経験し、わらべうたを歎うことが楽しくなるのです。

.コーラス プロジェクト代表寺尾正{大阪教育大学教授)

うたは人間の心の内にある喜び、悲しみ、怒り、祈り、愛などを声に表し、聴く人に

訴えるものです。ましてや、コーラスは多くの人と共にうたい合い、その思いを共省す

るという集団行為です。うまく演奏できた時のメンバーで分かち合う喜びには格別なも

のがあ明ます。

しかし、コーラスを練習する多くの場面で、更なる上遣を望んでいるにもかかわらず

なかなか思うに任せない現実があります。ここで心に留めなければならないのは、うま

くいかない場合、必ず原因があるということです。うたう人も指導する人もその原因が

見つけられないのです。

この初回のコーラス編では、シンプルで取り組みやすいカノン(輪唱)の課題を取り

上げます。カノンの良さは、各声部が同等の立場でその程度に応じて声部を増やしたり

減らしたりしながら練習できることです。これらのささやかな課題の中に、合唱技能の

基礎を養成する最も重要なポイントが隠されています。注意深く取り組めば必ずリズム

の騒動、美しい響きの輝きを見つけられるでしょう。

また、この教材はシPーズ化し、視聴者・利用者皆様のご意見をもとに新たな問題(不足点・

悶難なこと)を焦点化し、それに対応したヴァージョンアyプした教材を配信していきたいと考

えています。さらに教材に沿った公開講座を行ったり、実際にこの教材を実践された利用者九の

取材をお願いしたり、学生を中心としたスタッフが実際に学校現場等に出向いてのアウトリーチ

演奏等も企蘭していく予定です。

白 pyrl，酬。白血Kyo血 Univc臨時A11町脚sReserved. 5 



ステップ一覧 Oわらべうた編

①おちゃらかほい Stcp 1 [みんなで声を合わせて歌おう l~いっぱい遊んでいっぱい歌おう~

Step2 [駄で出いかけっこをしてみ上う l~つられずに歌えるかなっ~

②だるまさん Step1 [みんなでメロディーを歌おう l~いっぱい遊んでいっぱい歌おう~

Step 2 [ メロディーに歌で伴奏をつけどみよう l~とても簡単!繰り返すだけ~

Step 3 [メロディーとイ、ド奏を 怖に歌おう1
~う士くあわせられるかな?ともだちの戸をよく聴とう~

Step 4 [伴奏をパワーアップさせよう1~ずらして歌うだけでおもしろい，~

Slep 5 [パワーアップした伴奏にメロディーをのせてみよう]

③あめとんとん

④前の門さん

⑤いちもんめのいっすけさん

~いろいろに重なり合う声が聴こえるかなっ~

Step 1 [みんなでメロディーを歌おう 1~M)e: も歌って覚えちゃおう~

Step 2 [メロラィーーに歌で伴奏をつけてみ」う l~とても簡単!繰り返すだけ~

Step 3 [メロラィー〉伴奏を絡に歌おう]
~うまくあわ什ーられるかなっ止もだちの声をよく聴こう~

Step 4 [伴奏をパワーアッフロさせよう l~ずらして歌うだ吋でおもしろい I ~ 

Step 5 [パワーアップした伴奏にメロディーをのせてみよう]
~いろいろに重なり合う声が聴f支るかなり~

Step 6 [今度はメロディーもパワーアップさせよう1
~つられずに歌えるようになるかな?~

Step 7 [メ nディーも伴奏もパワーアップ!1 
~4つに重なり合う歌声を聴きながら歌えるかなっ~

6 [g転科授業改善のためのデジタルコンテンツ【誰にもできるステヅプアップ教材]



ステップ一覧・コーラス編

①バッハによるカノン S相pl ユニゾン 【基礎の基礎!正しく歌おう1

Step2 2声カノン【他のパートを聴いて歌ってみようI

Step3 3声カノン[ハーモニーを感じて歌ってみよう】

Step4 4声カノン (4つに重なり合う声を聴きながら歌ってみよう】

②かえるのがっしょう StepI ユニゾン I基礎の基礎!正しく歌おう1
~隣同士の音に気をつけよう~

Step 2 2声カノン【他のパートを聴いて歌ってみよう1
~音が上がるときも下がるときも正確に歌おう~

S切 4声カノン【ハーモニーを感じて歌ってみよう】
-4つのパートが同じヒ・ッチで歌えるようになろう~

③Dona Nobis Pacem S陪pl ユニゾン [基礎の基礎!正しく歌おう】~明る〈のびのびと~

Step2 3声カノン I他のパートを聴いて歌ってみようl
~ずらしただけできれいなハ一号ニーが聴こえてくるよ~

④夏が来た Step 1 メロディーユニゾン I音の跳躍と音域の広がりに注意して歌おうI

Step2 オスティナートユニゾン 【短いフレーズを繰り返し歌ってみようI

Step 3 オスティナートカノン Iお互いのパート聴きながら歌おう1

Step 4 メロディーユニゾン (3つのパートのテンポを合わせて歌おう1
+オスティナートカノン

Step 5 メロディー2声カノン [お互いのパートを聴きながら歌おう}

Step6 メロディー4声カノン [4つのパートの重なりを感じながら歌おうl

Step7 メロディー4声カノン [6つのパートの重なりを感じながら敬おうI
+オスティナートカノン

白 pyright@Osaka Kyoilru University. AII Rights Re町



教材の使い方

上級

中級

初級

ステップアップ表

V 相j級から取り緋lむことをおすすめします。学年・校組きiJにこだわるニとはありません。

V 先生や児抵、ヨ徒のレベノレに応じて、山や STEPを選択してくださし、。

(fJIJ パー トを減らす、オスティナートをつけない)

V わらへうた絹・コーラス編のどちらも蛇行して行うことで、より効県的にステップアップできますふ

カノンを扱うことの意義

(((二回イl:C臥》 歌うときの大切なポイント
①正確なピッチ(音程)で敬うこと
② iE碓なリスムで歌うこと
③ |惚きあって歌うこと

今同liわらべうた街でもコーラス編でもカノン{苦楽用語ベージ参照)になっているものを扱

いました@旋仰の絞{肢が虫色しく聴こえるために!土、各パートが正政な音のi凶さ、リスムで鍛;うこ

とが必要です。またカノンは総数のパートで歌うため、他のパートを怠織 L、-1-1を聴きあいなが

ら歌フニとが求められます。これらはうたを歌う上で必要な要素であり、カノンの課題に取り組

むことによ って、うたを粉、う ときに必要なM;礎的なJJを育てることができます 。このような力を

つけることで干ともたちはただ戸を州して歌うという楽しさだけでなく苛楽の尖しさを感じなが

ら飲コニとができるようになるでしにう 2 そうするこどで、 子どもたちはま寸ますうたが楽Lく

なり、更に:G:Ii!:(j.Jにうたを飲うようになると考えられます。

8 目1if:11呈輩改yl;-のためのデジタルコン 7ンソ[川にむ できるスアツフヲ γ フ見付l
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舟色anual口おもやらかほい

Step 1 I [ユニゾンI
まずは全員で練留する|・最初はゆっくりからはじめる。

・敏いはじめの音に気をつける。(よく Uf~いて同じれから点、う。)

<wユエゾン全員で同じメロデイ』を聯;うこと(斉唱)

，tep~ I [2戸灯ン1
2つに分かれて歌う い最初のパートが①の部分から歌い、後から入るパートは②の部分か

ら歌いはじめる。

-歌いはじめの討をそろえる。(よく聴いて同じ音から歌う。)

<?カノン同じメロディーをずらして歌うこと(輪鳴)

すうまくし、かないときは、ユニゾンに戻って練習しましょう

大手遊びをつけるなど、遊び感覚で来しく歌うこともできます

その場合、テン寸:が速くなりやすいので、ゆっくりリズムをそろえて歌うと良いでしょう

す向かいあって歌ったり、歌詞・]三遊びは自由に工夫してください

l()!¥禁叫援業改善のためのヂジタルコンテンツ{誰にもできるステップアップ教材I
。わらべうた編
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ルtanual口だるまさん

Uepl I [メロディーユエゾン】

まずは全員で練習する|・最初はゆっく明からはじめる。

-歌いはじめの音に気をつける。(よく聴いて同じ音から歌う。)

f ユニゾン:全員で同じメロディーを歌うこと(斉唱)

事量epII I [伴奏(オスティナート)ユニゾン]

伴奏パートを練習する|・歌いはじめの音をそろえる。

f オスティナート.同じメロディーを繰り返すこと

~tep3 I [メロディーユニゾン1+ [伴奏ユニゾン】

~te四百と ~tep 量を|・伴奏を 2 回くり返してからメロディーが入る。

重ねる

~teP4 I [伴奏カノンl
伴奏パートを 卜最初のパートが@の部分から歌い、後から入るパートは@の部分から

2つに分ける | 歌いはじめる。

・パートの歌いはじめの音をそろえる。

国Fカノン.同じメロディーをずらして歌うこと(輪唱)

Uep(j I [メロディーユニゾン1+【伴奏カノン1
~tepl l:: ue田 4を|・ I伴奏カノン】を2固くり返してからメロディーが入る。

重ねる

ヲをうまくいかない左きは、ユニゾンに戻って練習しましょう

*手遊びをつけるなど、遊び感覚で楽しく歌うこともできます

その場合、テンポが速くなりやすいので、ゆっくりリズムをそろえて歌うと良いでしょう

女向かいあって歌ったり、歌調・手遊びは自由に工夫してください

12 音楽科授業改善のためのデジタルコンテンツ【誰にもできるステップアップ教材】
。わらベう士纏
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川anual口あめこんこん

Ste田圃 I [メロディーユニゾン1
まずは全員で練習する|・子rもが歌いやすい音の高さで歌いはじめる。

• rたんとふれJ ~ rちっとふれ」を強弱の変化 (f/p)をつけて歌うと

よ ~'o
"'"ユニゾン:全員で同じメロディーを歌うこと(斉唱)

Ste田宜 I伴奏(オスティナート)ユニゾン1
伴奏パートを練習する|・歌いはじめの音をそろえる。

官オスティナート:同じメロディーを繰り返すこと

Step3 I [メロディーユニゾン1+ [伴奏ユニゾン1
StePlとS脇田宜を|・伴奏を2固くり返してからメロディーが入る。

重ねる

Step" I [伴奏カノン1
伴奏パートを |・最初のパートが@の部分から歌い、後から入るパートは@の部分から

2つに分ける | 歌いはじめるa

-パートの歌いはじめの音をそろえる。

owカノン.同じメロディーをずらして歌うとと(輪唱)

Step晶 I [メロディーユニゾン】十[伴奏カノン1
Step 1 ~ Ste田4を|・[伴奏カノン】を2回くり返してからメロディーが入る。

重ねる

Ste回 13 I [メロディーカノン1
メロディーパートをい最初のパートが①の部分から歌い、後から入るパートは②の部分から

2つに分ける | 歌いはじめる。

・パートの歌いはじめの音をそろえる。

SteP7 I [メロディーカノン1十 I伴奏カノン1
Step " ~ Step 13を|・[伴奏カノン1を2固くり返してから[メロディーカノン】が入る。

重ねる

食うまくいかないときは、ユニゾンに戻って練習しましょう

合手遊びをつけるなど、遊び感覚で楽しく歌うこともできます

その場合、テンポが速くなりやすいので、ゆっくりリズムをそろえて歌う t良いでしょう

女向かいあって歌ったり、歌詞・手遊びは自由に工夫してください

14 音楽科授業改善のためのデジタルコンテンツ[誰にもできるステップアップ教村]

。わらべうた編
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川anual口前の門さん

steol I [メロディーユニゾン】

まずは全員で練習する卜歌いはじめの音をそろえる。

-音の跳躍があり正しく歌うのが難しいので気をつける。

'8分音符が続〈ところは速くなりやすいので、Iつ1つをはっきり歌う。

国Pユエゾン:全員で同じメロディーを歌うこと(斉唱)

steo宜 [伴奏(オスティナート)ユエゾン】

伴奏パートを練習する|・歌いはじめの音、また音の跳躍に気をつける。

国Fオスティナート:同じメロディーを繰り返すこと

Steo3 I [メロディーユニゾン1+ [伴奏ユニゾン1
Steo 1 ~ Ste田倉を|・伴奏を2固くり返してからメロディーが入る。

重ねる

Steo4 I [伴奏カノンl
伴奏パートを |・最初のパートが@の部分から歌い、後から入るパートは@の部分から

2つに分ける | 歌いはじめる。

・パートの歌いはじめの音をそろえる。

巴Fカノン 同じメロデ、ィーをずらして歌うとと(輪唱)

steo晶 I [メロディーユニゾン1十[伴奏カノン1
Steo 冒と Steo4を|・[伴奏カノン]を 2固くり返してからメロディーが入る。

重ねる

steo <<0 I [メロディーカノンl
メロディーパートをい巌初のパートが①の部分から歌い、後から入るパートは②の部分から

2つに分ける | 歌いはじめる.

・パートの欧いはじめの音をそろえる。

Steo7 Iメロディーカノン】+[伴奏カノン】

嶋田 4~ 嶋田 6 を|・伴奏カノンを 2回くり返してからメロディーカノンが入る。

重ねる

合うまくいかないときは、ユエゾンに戻って練習しましょう

会「よいさつきJの部分で動きをつけるなど、手遊びをつけて楽しく歌うこともできます

16 音楽科授業改善白土めのデジタルコンテンツ[離にもできるステップアップ教材]
。わらべうた轟



前の門さん

近自陸地方のわらベうた
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※映像では2番までをくり返して歌っています。
1 .前の門さん よいさつさ

銭五両ひろうて よいさっさ

2目それで馬買うて よいさっさ
およし乗せて よいさつさ

3田馬があらぴて よいさっさ
およしが落ちて よいさっさ

4.竹の切り端 よいさつさ
手のひらついて よいさっさ

17 Copyrigh，@O岨畑 KyoikuUnIve間早AlIRighrs R，間四品

5.医者をむかおか よいさっさ
およしもむかおか よいさっさ

6. 医者もむかわず よいさっさ
およしもむかわず よいさっさ



川anual口いちもんめのいっすけさん

~teP 1 【メ口ディーユニゾンI
まずは全員で練習する卜歌いはじめの音をそろえる U

~teP 宜

・細かい音の動きや、汗ぴ〕眺~î，'があり難しいので、巌初はゆっくりから

はじめ、この段階でよく糾ザ~I-~ -る U

GFユニゾン 全日でc-iJじメロディーを歌うこと(斉唱}

[伴奏(オスティ-}--卜)ユニゾンI
伴奏パートを練習する卜歌いはじめの汗企そろえるの

町オλティナート.嗣じメロディーを繰り返すこと

'tep3 1 [メロディーユニゾン1+ [伴奏ユニゾンI

~tep 1 と ~tep 宜を|・伴奏を 2 固くり返してからメロディーが入る。

重ねる

~tep4 【伴奏カノン1

伴奏ノfートを い最初のパートが@の部分から歌い、後から入るパートは@の部分から

2つに分ける | 歌いはじめる。

-パートの歌いはじめの許事そろえる、

f カノン。いiじメ nデイもをずらして歌うこと(輪唱)

~te四品 1 [メロデ、ィーユユゾン1+ [伴長カノン]

~tep 1 " ~teP 4を|・{伴奏カノン]を 2回くり返 してからメロディーが入る。

重ねる

[メロディーカノン]

メロディーパートを|・最初のパートが①の部分から歌い、後から入るパートは②の部分から

2つに分ける | 歌いはじめる。

・パートの歌いはじめの音をそろえる。

¥tep7 1 [メロディーカノン1+ [伴奏カノン]

~tep4 と ~teP tiを 1.[伴奏カノシ1を2間ぐ円返してか九[メロディーカノンlが入る。

重ねる

、かないときは、はじめに戻って練習しま LJう

速くしたり、円になって歌うなど、(叱々なノiJiI、で楽しく歌うこ kができます

18 n華料授業改善のためのテ・ジタルコンテンツ{誰にもできるステップアップ教材1
。わらべうた編



いちもんめのいっすけさん

関東地方のわらべうた
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いちもんめの|いっすけさん
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，、

三二二主主主意コiil=覇寄

.ユエゾン; 同度の音、あるいは伺度の旋律を 1声部あるいは数戸部が一緒に演奏する

こと。しかし、女声と男声のように実音がオクターヴ離れているような場

合にもいう。合唱の練習ではこの間度の練習は基礎的に大切である。より

正確な伺度の音高を必要とするのはもちろん、各音の音色の統ーがなけれ

ば、人声の美しい和声は得られない。

-カノン: 厳格な模倣様式よる多声楽曲の形式および技法。ある I戸部の旋律を他の

声部が忠実に模倣し、共に進行していくもの。 2芦カノン、 3声カノンや2

重カノン、問度カノン、 2度カノン・・・など、声部の数や音程隠係など様々

な見地から分類されている。

-オスティナート:ある一定の音型を、楽曲全体を通じて、あるいはまとまった楽節全体を通

じて、同一声部で、同一音高で、たえずくり返すこkをいう。オスティナ

ートは、しばしばパスにあらわれ、それはとくにら師向ostinato)(grounめ

と呼ばれる。しかし他の声部に現れることもある。

[出典]

・目黒惇編(1983)W新釘合唱事典』 音楽之友社.

・浅香棒鋼(1991)W新訂標準音楽辞典』 音楽之友社.

・柴田南雄，遠山一行総監修(1996)W'"ューグロープ世界音楽大事典』 講談社.

主主ヨ謹ヨ謹弓喪主踊E

-フォライ・カタリン、セーニ・エルジェーベト共著(1975)rコダーイ・システムとは何か』

羽仁協子，谷本一之，中川弘一郎共訳， 全音楽譜出版社.

-尾原昭夫選曲(1994)r日本のわらべうた[歌曲集 lム3U柳原書底、

20 音楽科授業改善のためのデジタルコンテンツ【離にもできるステップアップ教材】
。わらべうた幅
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舟tanual・ノ〈ツノ¥によるカノン

この曲は、ヨハン・セパスチャン・バッハによって作曲されたとされるカノンです。 5.i~rから

成る音階でできた、短く分かりやすいメロディーによるカノンですが、この単純な課題の中に、

コーラスの技能を育てるとても大切な要素が詰まっています。発声練習としても、コーラスの響

きを作る練習としても、大変有効な曲です。授業の最初の5分を使って練習するなど、短い時間

で継続して扱ってください。また歌うときは、， ?Jや「ラ j など自 111に工夫して歌いましょう。

Stepl I [ユニゾン]

まずは全員で練習する|・音が上行するときは、音程が下がりがんになるので明るく、積極的に。

-音が下行するときも、音程が下がりがちになるので慎重に。

-2つ聞や4つ目の八分音符の音は短くなりがちなので、丁寧に、長さ

を意識して歌う。

才ユニゾン:全員で同じメロディーを歌うこと(斉唱)

ste凹宜 I [2声カノン]

2つに分かれて歌う |・ 2つ闘や4つ目の八分音符の音は、音科が不安定になる何tlnJがあるの

で注意する。たいていの場合、常 1~~由っているドミソの轡主の臼 JJ

』とよって、音は下がりがちになる。

・パート同士が同じピッチで歌い合えるように、お互いのパートをよく

聴く。

・後れら加わるパートl立前のパ) 卜のl子ッチをよく聴いて、その響きに

加わる。従って、始めに歌いt:'すパ』 トは、王確なピッチで歌い始

めないといけないのでとても出 '~l()

・テンポがずれないように意識する。

国Fカノン同じメロデ r をずらして歌うと左(輪唱)

Gr(--:.Oッチ音高(音の高さ)

step:1 I [3声カノン]

3つlこ分かれて歌う トーitep1、量の注意事項と|叫じ。

Step4- I [4声カノン]

4つに分かれて歌う 1-step 1、京のn，¥I仔頃と同じ。

*ニド音ずつ音をよ[1亡練t押しましょう

*う主主く b、かない土きは、ユニゾンに戻って練習しましょう

《且I'Vf'LUIコ》

.指名された♂人が最初に歌いどし、他の人は各自好きなタイミングでハーモェーに加わる。

斗この);辺、で、お互いの戸在聴き、ハーモニーの中での自分のを意識することができ

るようになります。

22 音楽科授業改善のための 7ジタルフンテンツ[誰にもできるスナップアァフ敬材]

・コーラス編



ノミツノ、によるカノン

J.S.Bach 

①』時

② 

重量
④ 

長 起. 且

との楽譜は、下記の楽譜(カルドシュ・パ}ル著『合唱の育成・合唱の響きJp.92)より
今回の課題レベルにあわせて、一部分を抜粋しました。
下記の課題については、今後とも教材として扱ってい〈予定です。

J.S.)宅ツJ、
101 白 内 . J. S. Bach 

d ~品‘山守

11元干マ ~ご~
f小

a5ι7.  8. 
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ル色anual・かえるのがっしょう

「かえるのがっしょう l は、教科書でも取り上げられているカノン(輪明)の教材です。この

曲は、もとも左ドイツ民謡ですが、 l司よ敏明により日本語で郎:し、やすく訳されたものが一般的に

よく知られています。親しみやすく、 1両市なメロディーですく歌えてしまうため、技術的な指導

を抜きに、‘楽ししいだけで終おってし主いがちな教材です。しかし、この曲を技術的な面から

もしっかり指導すれば、美しい響きのカノンを fども達に体験さ吠ることができます。

Step 1 I (ユニゾンI
まずは全民で練習する|・音が上行するときは、音程が下がりがちになるので明るく、積極的に。

-音が下行するときも、音程が下がりがちになるので慎重に、お腹でj.[

えて歌う。

-この曲は音が順次進行している。隣同士のi?というのは、音程が不安

定になりやすい傾向があるので、よく子どもi主の歌声を聴いて指摘

してあげると土。

"'"ユニゾン:全員で同じメロデイいを歌うこと(斉唱)

苧順次進汗 ある 11が隣の音へ進行すること。

ste田宜 I (2声カノン]

2つに分かれて歌う |・バート同オがjldじlデッチで歌い合えるように、お互いのパートをよく

聴く。

-後から加わるパートは前のパートのピッチをよく聴いて、その響きに

加わる。従って、始めに歌いだすパートは、正確なピッチで歌い始

めないといけないのすとても葉栗。

l' T/>f~!山川耕する
....カノン E 同じメロディーをずらして歌うこと(輸IIIL!)

f ピッチ音高(音の高さ)

Step3 I (4声カノン1
4つに分かれて歌う 卜Step1，宣の注意事項左同じ。

安うまくいかないときは、ユニゾン" ばって練習しましょう

世歌い方について指導の際は、ジェスチャーなどを用いると f汗もに分かりやすく伝わります

肯今回は 2 育と 4 声のカノンのみを放いま Ll~. が、 3 声でも 5 J"でもそれ以上でも、

子どもの様子に応じてパートを増やしたり、減らしたりして歌ってみてください

24 音楽科授業改善のためのテ'ジタルコンテンツ[誰にもできるステップアァプ教材】

・コーラス編
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ル色anual圃 DonaNobis Pacem 

との曲は、 16t世紀頃に作曲されたと言われるアメリカの賛美歌です。‘DonaNob包Pacem'(ド

ナ ノ」ピス パーチェム)という歌詞だけで曲が作られており、この3つの単語左メロディー

さえ覚えれば、訟でも歌うことができる曲です。カノンにしたときのメロディーの重なりが大変

美しいため、歌う楽しきゃ、カノンの楽しさを十分に体験できます。しかし、音の跳躍があり音

域も広がるため、正確に歌うには少し練習が必要です。ユエゾンで十分に練習してから、カノン

で歌ってみてください。また、うたのヒ・ッチを安定させるために、ひとつのパートにリコーダー

を加えることも効果的です。

事蜘pl 【ユエゾン1
まずは全員で練習する|・音が跳躍するときには、跳躍した先の音に移る前に、その音をイメー

ジするようにする.そうすることで、跳騒後の音を充実した音で歌う

ことができる。

-高い音から低い音に移るメロディーのとき(例えばレードシラYの部

分)は、音が下がりきらない傾向があるので、生徒の歌声をよく聴い

て指摘してあげる。

・音の跳躍があり音域も広い曲なので、このユエゾンの段階で十分に練

習する。

官品ニゾン:全員で同じメロディーを歌うこと(斉唱)

~tep '.1 I [3声カノンI
3つに分かれて歌う いパート同士の音の重なりを感じながら歌えるようにする。教師も生徒

も、パート同士の音の関わり(どのようにメロディーが重なり合って

いるか)を知ると、ハーモニーを作る上で助けになる。

・パート同士が同じピッチで歌い合えるように、お互いのパートをよく

聴く。

・後から加わるパートは前のパートのヒ・yチをよく聴いて、その響きに

加わる。従って、始めに歌いだすパートは、正確なピッチで敏い始め

ないといけないのでとても重要。

Gi'"カノン:同じメロディーをずらして歌うこ左(輪唱)

f ピッチ:音高(音の高さ)

女うまくいかないkきは、ユニゾンに戻って十分に練習しましょう

また、 2声のカノンでも練習できます

安旋律と和声のかかわり(テクスチュア)を意識して歌いましょう

26 音楽科授業改善のためのデジタルコンテンツ【誰にもできるステップアップ教材1
・コ」ラス編
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川anual・夏が来た

《夏が来た》は 13世紀頃にイギリスで作曲された曲で、楽鰭に残る世界最古の合唱曲と言わ

jしています。寒くて長い冬が終わって夏を迎えることの喜びを敏い、素朴な中にも生命の躍動が

感じられる曲です。また、 1972年、ミュンヘンオリンピックの開会式で、このカノンが何百〈

もの子ども達によって華やかに欣われたこ土でも知られている曲です。

主となるメロディーを 4声のカノン1:し、それに加えて伴奏の上うな役割を果たすメロディー

(オスティナート)も 2声のカノンで近なります (6声による 2重カノン)。 見して難しいこと

をしているようですが、きちんとステップを踏んで線科すれば、誰でも歌うことができる曲です。

~tepl 

まずは全員で
メロディーの練習

事量~p :l 

オスティナートを

練習する

Iメロディーユエヅンl
-音の跳躍があり音域も広い耐なので、 fのコエゾンの段階で十分に練習する。
・言葉をはっきり発音し、明るく。 'Sing' IJ Iシング」ではなく「スイングj と

発音する。~ユニゾン 全員で同じメロディーを歌うごと(斉唱)

[オスティナートユニゾンI
・隣同士の音は、意外にも音程が乱れやすくなる。指導者が生徒の歌戸3を
よく聴き、根気強く指摘する。

f オステイナート 同じメロディーを繰り返すこと

~tepJ I [オスティ十 トカノン1
オスティナートを |・ 2つのパートがlcilじピッチで歌えるように、お互いに聴き合い、音を合

2つに分ける | わ執ることが大切。

足並カノン 伺じメロディーをずらして歌うとと(輪唱)
由「ピ、ッーf 背高(音の高さ)

~tep" I [メロデイ」ユニツン十オスラィナ守一トカノンl
~tepl と車電車pJ をトオステイナートから歌いだし、 H~何者の指示でメロディーを重ねる。

重ねる 卜メロディーとオスティナ」卜のテンポが合うように、お互いに聴き合つ
て歌うことが大切。

~tep 晶 I [メロディー2芦カノン】
メロディーを |・ 2つのパートのピッチが揃うように、お互いに聴きあって歌う。

2つに分ける

~tep (j I [メロディ-4声カノン】
メロディーを いここでは4つのパートが循環して、次々に飼じメロデ、ィーが現れてくる。
4つに分ける | その詐うパートに上る問ビメロディーが同じように聴こえてくるかを聴

害、 X:があれば指摘する。特に‘Sing，cu田 uドの街所で各パートが同じ
強さや十u ッチで歌えるように練習する。

~tep7 I [メロディ -4戸カノン lオスティナートカノン]
~tepJ と ~tep (jを|・ 6つのパートがikう動きで煮なり合うている状態。このときも、すべて

重ねる | のパートが同じテンポ骨共布できるように集中させる。お互いに聴き合
うということが大切。

安うまくいかないときは、最初のステップに戻って練習しましょう

*旋律左和芦のかかわり(テクスチュア)を意識して歌いましょう

安男声のオスティナートは音域が狭いため、声変わりをした子どもにも歌える曲として過しています

肯今回は混声合唱にしましたが、同声合唱で盟主うこともできます
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事三ヨ嘉吉藍嗣al=構

圃ユニゾン 同度の音、あるいは同度の旋律を l戸部あるいは数声部が一緒に演奏するこ

と。しかし、女声左男声のように実音がオクターヴ離れているような場合に

もいう。合唱の練習ではこの同度の練習は基礎的に大切である。より正確な

同度の音高を必J虫止するのはもちろん、各音の音色の統ーがなければ、人芦

の美しい和芦は得られない。

圃カノン: 厳格な模倣様式よる多声楽曲の形式および技法。ある l声部の旋律全他の声

圃ピッチ ι

聞順次進行

日目が忠実に模倣し、共に進行していくもの白 2芦カノン、 3声カノンや 2重カ

ノン、同度カノン、 2度カノン・・・など、声部の数や音程関係なと様々な見地

から分類されている。

音高(音の高さ)

ある音が音階の隣りあった音、すなわち 2度上または干へ進行することe 了

れに対して、ある音が 3度以上離れた音に進むことを跳躍進行という。

-オスティナート'ある一定の音型を、楽曲全体を通じて、あるいはまとまった楽節全体を通じ

て、 l，iJー芦部で、同一音高で、たえずくり返すことをいう。オスティナ」トは、

しばしばパスにあt，われ、それはとくに (bassoostinato) (ground)左呼ばれる。

しかし他の声部ド!-，/れることもある。

阻テクスチュア 旋律と和声の作曲との特徴をいう。一般に、ホモフオニーでは、旋律!:::fll~ぜ

進行を担う伴奏部とが明瞭に区別される。ポリフォニックな書法においては

いくつかの声部が独立して、あるいは互いに模倣しながら動く。このような

音業構造Jの特徴をおおまかに言い表すもので、例えば戸部数によって決定

される響きの f厚みJ、ユニゾンやオクターヴでの重複のしかた、演奏に内在

する力感の r，怖さ iや「重さj、などが問題となる l
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